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は
じ
め
に

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
（
以
下
、
当
館
）
に
収
蔵
さ
れ
る
伝
空
海
筆
「
与
本
国
使
請
共
帰

啓
」（
以
下
、
伝
空
海
筆
本
、
図
1
）
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
に
近
衞
家
二
十
六

代
・
近
衞
忠
煕
（
一
八
〇
八
～
九
八
）
に
よ
っ
て
明
治
天
皇
（
一
八
五
二
～
一
九
一
二
）
に

献
上
さ
れ
た
、
小
野
道
風
筆
「
玉

ぎ
ょ
く

泉せ
ん

帖じ
ょ
う」

や
「
粘で

っ

葉ち
ょ
う

本ぼ
ん

和
漢
朗
詠
集
」（
国
宝
）
を
は
じ
め

と
す
る
名
品
群
の
一
点
で
あ
る
（
註
1
）。
平
成
元
年
（
一
九
八
九
）
に
上
皇
陛
下
と
香
淳
皇

后
（
一
九
〇
三
～
二
〇
〇
〇
）
に
よ
っ
て
国
に
寄
贈
さ
れ
、
当
館
の
収
蔵
と
な
っ
た
。

縦
二
九
・
二
㎝
、
横
五
四
・
五
㎝
の
一
紙
に
、
題
「
与
本
国
使
請
共
帰
啓
一
首
」（
註
2
）
が

一
行
、
本
文
が
一
行
十
二
～
十
五
字
で
十
七
行
、
都
合
十
八
行
し
た
た
め
ら
れ
、
巻
子
に
仕

立
て
ら
れ
て
い
る
。
真
筆
か
否
か
に
つ
い
て
は
説
が
分
か
れ
る
が
（
註
3
）、
内
容
は
、
空
海

（
弘
法
大
師
、
七
七
四
～
八
三
五
）
が
、
中
国
・
唐
へ
留
学
僧
と
し
て
滞
在
を
予
定
し
て
い

た
二
十
年
の
期
間
を
、
わ
ず
か
二
年
足
ら
ず
と
な
る
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
に
、
胎
蔵
・
金

剛
界
曼
荼
羅
と
新
訳
経
二
百
余
巻
を
携
え
て
帰
国
し
た
い
旨
を
唐
の
朝
廷
に
上
申
し
た
も
の
。

こ
こ
で
、
本
紙
料
紙
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
全
体
は
褐
色
を
帯
び
て
い
る
。
裏
打
ち

の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
が
、
目
視
で
は
簀
の
目
や
糸
目
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
裏
打
ち
の

う
え
巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
顕
微
鏡
を
用
い
て
反
射
光
で
表
面
を
観
察
し
た
と

こ
ろ
、
紙
質
は
楮こ

う
ぞと

考
え
ら
れ
る
。
墨
の
粒
と
み
ら
れ
る
黒
い
粒
子
が
混
じ
る
こ
と
か
ら
、

漉
き
返
し
紙
の
可
能
性
が
高
い
（
図
2
）。
ま
た
、
表
面
の
風
合
い
や
顕
微
鏡
観
察
に
よ
る

繊
維
の
状
態
か
ら
、
打う

ち

紙が
み

加
工
は
無
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
稿
者
は
書
と
料
紙
の
特
徴
か

ら
、
自
筆
の
可
能
性
は
低
い
も
の
と
考
え
る
。

と
も
あ
れ
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
言
及
さ
れ
た
こ
と
の
無
か
っ
た
付
属
品
を
紹
介
し
、

と
く
に
模
本
に
つ
い
て
、
そ
の
位
置
付
け
を
探
り
た
い
。

収
蔵
品
紹
介 

─ 
伝
空
海
筆
「
与
本
国
使
請
共
帰
啓
」
付
属
模
本

山 

田

 

千 

穂

図1 伝空海筆「与本国使請共帰啓」







124

図8 付属模本①

図9 付属模本②
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な
ど
に
違
い
が
う
か
が
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
三
枚
の
模
本
は
い
ず
れ
も
臨
書
（
見
写
し
）
と

考
え
る
。
全
体
は
図
版
で
比
較
さ
れ
た
い
が
、
特
に
違
い
が
明
確
な
箇
所
は
後
述
す
る
。

こ
の
よ
う
な
模
本
の
制
作
者
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
平
安
時
代
よ
り
摂
政
関
白
を
歴

任
す
る
五
摂
家
筆
頭
の
近
衞
家
の
二
十
一
代
当
主
で
あ
り
、
中
御
門
天
皇
の
摂
政
な
ど
宮
中

の
要
職
を
務
め
、
書
で
は
御お

家い
え

流り
ゅ
う

全
盛
の
時
代
に
上

じ
ょ
う

代だ
い

様よ
う

を
学
び
、
多
く
の
書
を
遺
し
た

家
煕
で
あ
る
（
註
6
）。
家
煕
の
模
写
に
は
、
敷
き
写
し
（
透
き
写
し
）、
臨
書
（
見
写
し
）、

双そ
う

鉤こ
う

と
填て

ん

墨ぼ
く

の
大
き
く
三
つ
の
方
法
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
7
）。

二
、
陽
明
文
庫
所
蔵
模
本

伝
空
海
筆
本
の
付
属
模
本
が
家
煕
の
作
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
の
類
例

が
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
。
こ
の
た
び
、
家
煕
に
よ
る
模
本
（
双
鉤
填
墨
本
一
巻
、
臨
書

本
一
巻
）
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
（
註
8
）。
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
整
理
し
て
お
く
。

二
─
一

双
鉤
填
墨
本

三
紙
に
、
奥
書
一
紙
の
計
四
紙
が
継
が
れ
た
一
巻
。
寸
法
は
縦
三
二
・
一
㎝
、
一
紙
目
の

横
は
二
八
・
三
㎝
、
二
紙
目
が
二
七
・
六
㎝
、
三
紙
目
は
二
七
・
七
㎝
で
あ
り
、
一
紙
ご
と
の

横
寸
法
が
当
館
収
蔵
模
本
よ
り
さ
ら
に
短
い
。
料
紙
は
褐
色
を
呈
し
、
表
面
は
平
滑
で
あ

る
。
透
過
光
下
で
の
顕
微
鏡
に
よ
る
観
察
か
ら
、
紙
質
は
楮
で
、
繊
維
が
圧
着
さ
れ
扁
平
な

形
状
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
打
紙
加
工
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
（
図

図10 付属模本③

図11 付属模本料紙拡大（透過光）
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12
）。
糸
目
幅
は
三
・
八
㎝
。
奥
書
に
「
以
弘
法
大
師
真
跡
双
鉤
／
元
禄
三
歳
九
月
廿
一
日
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）、
家
煕
二
十
四
歳
の
双
鉤
填
墨
本
と
知
ら
れ

る
。
外
題
に
「
与
本
国
使
書
翰
」
と
あ
る
。

双
鉤
の
み
の
箇
所
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
一
部
填
墨
さ
れ
た
箇
所
が
あ
る
。
な
お
、
そ
の
一

部
の
填
墨
は
、
本
文
一
行
目
「
学
問
僧
空
海
啓
」、
同
三
行
目
「
城
」
の
最
終
画
、
三
行
目
中

央
の
「
中
」
の
二
画
目
途
中
ま
で
、
五
行
目
は
「
甘
」
が
埋
め
ら
れ
て
お
り
、「
露
」
は
雨
冠

の
中
の
点
と
四
画
目
の
縦
画
の
半
分
の
み
が
埋
め
ら
れ
て
い
な
い
。
題
「
与
本
国
使
請
共
帰

啓
一
首
」
の
「
首
」
字
は
無
く
、「
与
本
国
使
請
共
帰
啓
一
」
ま
で
の
双
鉤
と
な
っ
て
い
る
。

料
紙
の
裏
面
に
「
口
」
の
墨
書
が
確
認
で
き
る
が
、
本
文
冒
頭
の
「
留
」
を
書
こ
う
と
し
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

図12 陽明文庫所蔵双鉤填墨本料紙拡大（透過光）

図13 陽明文庫所蔵臨書本料紙拡大（透過光）

二
─
二

臨
書
本
（
見
写
し
）

二
紙
に
軸
付
紙
一
紙
の
計
三
紙
が
継
が
れ
た
一
巻
。
寸
法
は
縦
三
三
・
五
㎝
、
一
紙
目
の

横
は
四
五
・
八
㎝
、
題
一
行
と
本
文
十
三
行
が
書
か
れ
、
二
紙
目
は
四
五
・
六
㎝
で
、
端
か
ら

残
り
の
四
行
が
記
さ
れ
る
。
厚
さ
の
平
均
は
〇
・
二
㎜
で
あ
る
。
本
文
に
は
ほ
ぼ
一
行
ご
と

に
強
い
縦
折
れ
が
あ
っ
た
た
め
、
寸
法
は
お
お
ま
か
な
数
字
で
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く

が
、
こ
の
一
紙
の
大
き
さ
は
当
館
収
蔵
模
本
と
近
し
い
も
の
で
あ
る
。
一
紙
目
端
上
に
「
陽

明
蔵
」（
白
文
方
印
）、
同
端
下
に
「
家
煕
之
印
」（
朱
文
方
印
）
が
捺
さ
れ
る
。
楮
繊
維
に

填
料
の
米
粉
が
入
っ
た
杉
原
紙
と
考
え
ら
れ
、
全
体
に
白
く
、
繊
維
束
や
樹
皮
片
は
ほ
と
ん

ど
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
（
図
13
）、
家
煕
に
よ
る
陽
明
文
庫
所
蔵
臨
書
本
と
、
当
館
収
蔵

模
本
の
料
紙
の
共
通
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

な
お
、
二
紙
目
の
奥
、
つ
ま
り
表
面
に
墨
書
の
無
い
裏
面
部
分
に
、「
留
住
」
の
二
字
と

三
字
目
「
学
」
の
二
画
目
ま
で
が
記
さ
れ
る
。
題
「
与
本
国
使
請
共
帰
啓
一
首
」
の
「
首
」

字
は
五
画
目
の
途
中
で
終
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
家
煕
臨
書
当
時
か
ら
、
伝
空
海
筆
本
の

「
首
」
字
が
料
紙
表
面
の
毛
羽
立
ち
に
よ
り
不
鮮
明
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

当
館
収
蔵
模
本
と
同
様
に
、
字
粒
の
大
き
さ
や
行
間
、
隣
の
文
字
と
の
位
置
関
係
は
伝
空

海
筆
本
に
近
似
し
て
お
り
、
字
形
や
潤
渇
の
変
化
も
近
し
い
。
陽
明
文
庫
所
蔵
の
双
鉤
填
墨

本
と
比
較
す
る
と
、
墨
書
の
一
行
の
長
さ
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
も
の
の
、
ぴ
た
り
と
重
な
る
も

の
で
は
な
か
っ
た
（
註
9
）。

三
、
伝
空
海
筆
本
と
各
模
本
の
書
の
比
較

当
館
収
蔵
模
本
の
三
枚
が
い
ず
れ
も
家
煕
に
よ
る
臨
書
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
先
に
述
べ

た
が
、
伝
空
海
筆
本
と
比
較
す
る
と
一
行
の
長
さ
や
字
粒
の
大
き
さ
、
行
間
、
隣
の
文
字
と

の
位
置
関
係
は
近
似
し
、
家
煕
の
臨
書
の
精
度
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。
た
だ
、
一
字
ご

と
に
詳
細
に
確
認
す
る
と
、
伝
空
海
筆
本
と
当
館
収
蔵
模
本
、
陽
明
文
庫
所
蔵
臨
書
本
と
の

間
に
起
筆
や
収
筆
の
角
度
な
ど
に
違
い
が
あ
る
た
め
、
差
異
が
比
較
的
顕
著
と
判
断
し
た
い

く
つ
か
の
文
字
を
比
較
す
る
（
図
14
）。
三
行
目
の
「
也
」
は
、
伝
空
海
筆
本
で
は
一
画
目

の
起
筆
に
穂
先
が
見
え
て
い
な
い
の
に
対
し
、
当
館
収
蔵
模
本
で
は
見
え
て
い
る
。
ま
た
、

伝
空
海
筆
本
で
は
二
画
目
の
縦
画
を
右
に
倒
し
て
い
る
が
、
各
臨
書
本
で
は
そ
の
角
度
が
異

な
る
。
四
行
目
の
「
内
」
で
は
、
当
館
収
蔵
模
本
は
最
終
画
の
は
ね
の
角
度
が
異
な
り
、
陽

明
文
庫
所
蔵
臨
書
本
で
は
一
画
目
の
起
筆
が
異
な
る
。
七
行
目
の
「
飡
」
は
、
伝
空
海
筆
本

が
「
食
」
一
画
目
の
払
い
を
掬
う
よ
う
に
書
き
、
収
筆
ま
で
た
っ
ぷ
り
と
し
て
い
る
が
、
各

臨
書
本
は
細
く
な
る
。
八
行
目
の
「
記
」
は
、
最
終
画
の
は
ね
に
向
か
う
横
画
の
上
部
が

徐
々
に
太
く
な
る
伝
空
海
筆
本
に
比
べ
、
各
臨
書
本
は
変
化
が
少
な
い
。
十
六
行
目
の

「
不
」
は
、
二
画
目
が
下
が
り
三
画
目
・
四
画
目
が
軽
い
伝
空
海
筆
本
に
対
し
、
各
臨
書
本
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の
下
方
は
ほ
ぼ
横
に
揃
っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
画
目
か
ら
三
画
目
に
つ
な
ぐ
左
下
か
ら
右
上

へ
の
折
り
返
し
の
部
分
で
各
臨
書
本
は
鋭
角
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
起
筆
や
収
筆
、
線
の
角
度
な
ど
に
お
い
て
少
し
ず
つ
異
な
る
当
館
収
蔵
模

本
と
陽
明
文
庫
所
蔵
臨
書
本
は
、
家
煕
が
伝
空
海
筆
本
を
見
て
写
し
た
臨
書
本
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
比
較
表
か
ら
、
陽
明
文
庫
所
蔵
双
鉤
填
墨
本
は
伝
空
海
筆

本
を
忠
実
に
写
し
た
も
の
と
指
摘
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
か
ら
、
双
鉤
填
墨
本
、
各
臨
書
本
と
も
、
伝
空
海
筆
本
を
原
本
と
し
て
制
作
さ
れ
た

も
の
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
、
当
館
収
蔵
の
付
属
模
本
三
枚
は
、
書
、
料
紙
双
方
に
お
け

る
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
近
衞
家
煕
臨
書
本
と
の
類
似
性
か
ら
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
臨
書
本
と

同
様
の
状
況
で
家
煕
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
、
伝
空
海
筆
本
の
臨
書
本
と
考
え
る
。
制
作
さ

れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
模
本
か
ら
は
、
家
煕
の
熱
心
な
学
書
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
付
属
の
箱
書
が
家
煕
に
よ
る
も
の
と
推
定
し
、
付
属
の
極
札
は
貞
享
四
年

（
一
六
八
七
）
八
月
の
も
の
と
指
摘
し
た
。

伝
空
海
筆
本
と
と
も
に
、
近
衞
忠
煕
よ
り
献
上
さ
れ
た
「
玉
泉
帖
」
か
ら
は
、
平
成
十
三

年
度
の
修
理
事
業
に
お
い
て
、
軸
の
巻
き
込
み
部
か
ら
、
家
煕
に
よ
る
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
九
月
二
十
一
日
の
奥
書
が
発
見
さ
れ
、
家
煕
が
「
玉
泉
帖
」
を
入
手
し
た
時

期
や
装
丁
の
由
来
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
註
10
）。
そ
の
「
玉
泉
帖
」
を
家
煕
が
臨
模
し
た

「
玉
泉
帖
臨
模
巻
」（
陽
明
文
庫
所
蔵
）
に
は
、
元
禄
三
年
正
月
下
旬
の
家
煕
の
奥
書
が
あ

り
（
註
11
）、
家
煕
は
原
本
に
あ
た
る
「
玉
泉
帖
」
の
奥
書
を
し
た
た
め
た
翌
年
に
、
そ
の
臨

模
巻
を
制
作
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
稿
で
紹
介
し
た
当
館
収
蔵
の
家
煕
に
よ
る
臨
書
本
を

含
め
て
、
伝
空
海
筆
本
の
模
本
の
う
ち
年
紀
の
あ
る
も
の
は
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
双
鉤
填
墨

本
の
「
元
禄
三
年
九
月
廿
一
日
」
の
み
だ
が
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
臨
書
本
も
当
館
収
蔵
の
臨

書
本
も
、
元
禄
初
め
頃
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

�

（
や
ま
だ 

ゆ
き
ほ

当
館
学
芸
部
調
査
・
保
存
課
研
究
員
）

註（
1
）	

平
林
盛
得
「
近
衞
家
煕
の
書
業
の
世
界
」『
近
衞
家
煕
─
風
雅
の
探
求
』（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館

伝空海筆本 当館収蔵模本 陽明文庫所蔵臨書本 陽明文庫所蔵双鉤填墨本

L 3 	 ① ─L 3 	 ③ ─L 3 L 3 L 3

L 4 ① ─L 4 L 4 L 4

L 7 ① ─L 7 L 7 L 7

L 8 ① ─L 8 L 8 L 8

L16 ② ─L 5 L16 L16

図14 伝空海筆本と各模本との部分比較表（Lは題を除いた本文の行数を示す）
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展
覧
会
図
録
二
五
、二
〇
〇
一
年
）
に
て
、
明
治
十
一
年
に
近
衞
家
よ
り
献
上
さ
れ
た
う
ち
、
当

館
収
蔵
作
品
の
件
数
が
二
十
六
件
と
示
さ
れ
た
。
二
十
五
件
が
書
跡
、
一
件
は
絵
画
で
あ
る
。
の

ち
、『
陽
明
文
庫
創
立
七
〇
周
年
記
念
特
別
展

宮
廷
の
み
や
び
─
近
衞
家
一
〇
〇
〇
年
の
名
宝
』

（
東
京
国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
八
年
）
に
て
そ
れ
ら
二
十
六
件
が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
二
十
六
件

は
、
宮
内
庁
宮
内
公
文
書
館
所
蔵
『
恩
賜
録
（
別
冊
）』
に
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
八
月

十
九
日
に
近
衞
忠
煕
よ
り
明
治
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
中
に
含
ま
れ
る
。
同
記

録
に
お
い
て
、
伝
空
海
筆
「
与
本
国
使
請
共
帰
啓
」
は
、「
弘
法
大
師
真
跡
」
と
記
さ
れ
、
作
品

群
に
つ
い
て
は
「
右
正
二
位
近
衞
忠
煕
ヨ
リ
先
世
以
来
所
蔵
之
処
追
ニ
家
事
向
改
革
ニ
付
人
少
ニ

モ
相
成
旁
保
存
之
目
途
無
之
ニ
献
納
仕
永
久
保
存
相
成
度
旨
ニ
テ
差
出
候
事
」
と
さ
れ
、
献
上
の

経
緯
が
う
か
が
わ
れ
る
。

（
2
）	

本
稿
の
釈
文
は
正
字
と
し
た
。

（
3
）	

野
本
白
雲
氏
、
上
田
桑
鳩
氏
、
飯
島
太
千
雄
氏
、
須
田
哲
夫
氏
ら
は
真
筆
と
し
て
い
る
。
特
に
飯

島
氏
は
「
伝
空
海
書
跡
再
検
討

─
弘
法
大
師
の
筆
跡
と
伝
称
さ
れ
な
が
ら
、
従
来
学
界
で
真
筆

と
し
て
否
定
も
し
く
は
無
視
さ
れ
て
き
た
書
跡
の
真
疑
に
つ
い
て
─
」『
墨
美

二
七
六
』（
墨
美

社
、
一
九
七
七
年
）
に
お
い
て
、
須
田
氏
は
「
与
本
国
使
請
共
帰
啓
」『
福
島
大
学
教
育
学
部
論

集

三
三
』（
福
島
大
学
教
育
学
部
、
一
九
八
一
年
）
に
お
い
て
、
内
容
、
他
の
空
海
書
跡
と
の

比
較
か
ら
真
筆
で
あ
る
と
論
じ
る
。
い
っ
ぽ
う
、
中
田
勇
次
郎
氏
、
駒
井
鵞
静
氏
、
山
本
信
吉

氏
、
堀
江
知
彦
氏
、
春
名
好
重
氏
ら
は
模
本
と
す
る
。
中
田
氏
は
『
弘
法
大
師
真
跡
集
成
』（
法

蔵
館
、
一
九
七
五
年
）
に
お
い
て
、
題
「
与
本
国
使
請
共
帰
啓
」
を
「
本
国
の
使
に
与
え
て
共
に

帰
ら
ん
と
請
う
の
啓
」
と
読
む
べ
き
と
し
、
本
文
と
、
空
海
の
詩
文
集
『
遍
照
発
揮
性
霊
集
』
巻

第
五
と
の
異
同
を
指
摘
し
、「
本
文
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
空
海
の
筆
意
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
空

海
の
書
と
い
う
確
証
は
得
ら
れ
な
い
」
と
す
る
。
山
本
氏
は
、『
皇
室
の
至
宝
一
一

御
物

書

跡
一
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
）
に
お
い
て
、「
空
海
の
書
法
を
比
較
的
忠
実
に
反
映
し
た

も
の
」
で
平
安
時
代
中
頃
の
臨
写
本
と
推
定
し
て
い
る
。

（
4
）	

註
1
前
掲
図
録
、
平
林
盛
得
「
近
衞
家
煕
の
書
業
の
世
界
」『
近
衞
家
煕
─
風
雅
の
探
求
』
に
て

紹
介
さ
れ
、
同
展
に
て
公
開
さ
れ
た
。

（
5
）	

極
札
に
つ
い
て
は
村
上
翠
亭
・
髙
城
弘
一
監
修
『
古
筆
鑑
定
必
携

古
筆
切
と
極
札
』（
淡
交

社
、
二
〇
〇
四
年
）、
と
く
に
極
印
に
つ
い
て
は
、
中
村
健
太
郎
「
古
筆
鑑
定
文
書
の
「
琴
山
」

印
に
つ
い
て
─
「
琴
山
」
極
印
の
分
類
」、「
古
筆
本
家
歴
代
略
歴
お
よ
び
極
印
一
覧
」『
書
物
学

二
六

古
筆
見
の
仕
事
─
真
偽
の
先
に
あ
る
も
の
』（
勉
誠
社
、
二
〇
二
五
年
）
が
詳
し
い
。

（
6
）	

家
煕
に
よ
る
模
写
の
多
く
は
近
衞
家
の
宝
物
を
伝
え
る
陽
明
文
庫
に
現
在
も
保
存
さ
れ
る
。
と
く

に
古
筆
切
を
中
心
に
家
煕
が
模
写
し
た
二
百
葉
以
上
が
貼
ら
れ
た
、
予
楽
院
臨
書
手
鑑
と
呼
ば
れ

る
「
近
衞
家
煕
写
手
鑑
」（
陽
明
文
庫
所
蔵
）
が
著
名
で
あ
る
。

（
7
）	

村
上
翠
亭
、
髙
城
竹
苞
『
近
衞
家
煕
写
手
鑑
の
研
究

仮
名
古
筆
篇
』（
思
文
閣
出
版
、

一
九
九
八
年
）
一
二
六
～
一
二
八
頁
。「
摸
書
（
敷
き
写
し
・
透
き
写
し
）」
は
原
本
上
に
雁
皮
紙

の
薄
様
を
当
て
、
上
か
ら
な
ぞ
り
書
き
を
行
う
方
法
で
、
細
身
の
仮
名
古
筆
で
多
く
み
ら
れ
る
と

い
う
。「
臨
書
（
見
写
し
）」
は
、「
摸
書
」
同
様
原
本
そ
っ
く
り
の
同
じ
字
粒
で
見
写
し
さ
れ
た

も
の
で
、
原
本
の
紙
質
に
近
い
紙
を
使
用
す
る
傾
向
が
あ
る
と
す
る
。「
双
鉤
と
填
墨
」
は
筆
画

の
太
め
の
漢
字
古
典
の
写
し
に
多
く
用
い
ら
れ
る
と
す
る
。

（
8
）	

註
7
前
掲
書
、
一
三
四
～
一
三
五
頁
。「
家
煕
の
古
名
跡
摸
写
の
か
ず
か
ず
─
『
近
衞
家
煕
写
手

鑑
』
所
収
以
外
の
臨
摸
業
績
」
に
お
い
て
、
模
写
完
成
作
は
巻
物
や
掛
幅
に
仕
立
て
て
保
存
さ
れ

た
い
っ
ぽ
う
、
対
象
原
本
が
小
さ
い
場
合
に
、
手
鑑
に
貼
ら
れ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
る
。
空
海
筆

と
し
て
「
与
本
国
使
請
共
帰
啓
写
（
臨
・
双
鉤
）
各
一
巻

※
原
本
御
物
／
（
双
鉤
本
奥
書
）
／

以
弘
法
大
師
真
跡
双
鉤
／
元
禄
三
歳
九
月
廿
一
日
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
各
一
巻
を
調
査
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。
な
お
、
同
書
に
「
※
原
本
御
物
」
と
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
平
成
元
年
に
国
に
寄

贈
さ
れ
、
当
館
の
収
蔵
と
な
っ
て
い
る
。

（
9
）	

所
蔵
者
の
許
可
を
得
て
両
者
を
重
ね
て
透
過
光
で
確
認
し
た
。

（
10
）	

太
田
彩
氏
に
よ
る
平
成
十
三
年
度
収
蔵
品
修
理
報
告
『
三
の
丸
尚
蔵
館
年
報
・
紀
要

第
八
号
』

（
宮
内
庁
、
二
〇
〇
三
年
）
四
八
～
五
〇
頁
。

（
11
）	

註
7
前
掲
書
、
一
三
五
頁
。
ま
た
、
陽
明
文
庫
所
蔵
の
「
玉
泉
帖
臨
模
巻
」
を
調
査
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
奥
書
を
確
認
し
た
。
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